
今夏も防げ 熱中症！！（STOP！熱中症）
全国における熱中症の死亡者は、

３年連続で３０人以上であり、山口署

管内においても令和５年に死亡災害が

発生しました。

熱中症による死亡災害はそのほとん

どが「初期症状の放置・対応の遅れ」

によるものです。現場において、死亡

に至らせない（重篤化させない）ため

の適切な対策の実施が必要です。

～ 準備期間（４月） ５月から９月はクールワークキャンペーン ～
□ 事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し熱中症予防の責任体制を確立しましょう。
□ JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検しましょう。
□ 暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止に関する事項を含めた作業計画を策定しましょう。
□ 暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または冷房設備、散水設備の設置を検討しましょう。
□ 冷房を備えた休憩場所や涼しい休憩場所の確保を検討しましょう。

□ 透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や送水により身体を冷却する機能をもつ服の着用も検討し
ましょう。

□ 緊急時の対応を確認し、労働者に周知しましょう。
□ 管理者、労働者に対する教育を実施しましょう。

山口労働基準監督署（R7.４）

キャンペーン
実施要項
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山口県における熱中症の発生状況
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山口署で１件発生
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準備期間中（４月）にきちんと実施されているかを確認し、チェックしましょう。

「WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で連続1時間以上又は1日4時間を超えて実施」が見込まれる作業




